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桜
川
市
観
光
協
会
は
、
桜
川
市

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
Ｐ
Ｒ
し
、

地
域
の
産
業
活
性
化
や
市
民
の
文

化
向
上
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
４
月
１
日
か

ら
、
観
光
協
会
は
新

た
な
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
岩
瀬
支
部
と

真
壁
支
部
と
い
う
下

部
組
織
が
あ
り
、
両

支
部
が
地
域
毎
の
観

光
振
興
の
中
心
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
体
制
で
は
、
市

内
の
地
域
間
協
力
と

観
光
支
援
の
平
準
化

を
図
り
、
観
光
の
取

り
組
み
を
よ
り
強
化

し
て
い
く
た
め
に
、

支
部
を
廃
止
し
、
観

光
協
会
の
組
織
を
一

つ
に
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
自
然
豊

か
な
風
土
を
活
か
し

た
地
元
の
特
産
品
販

売
に
も
力
を
入
れ
、

そ
れ
ら
の
良
さ
を
積
極
的
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

特
徴
を
活
か
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
更
な
る
桜
川
市

の
魅
力
発
見
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
会
員
制
導
入

　
新
体
制
ス
タ
ー
ト
に
伴
っ
て
、

会
員
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
会
員

に
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
会
員
情
報
掲
載
、
観
光
客
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
や
マ

ス
コ
ミ
（
テ
レ
ビ
、

新
聞
な
ど
）
の
取
材

に
対
す
る
会
員
紹
介

な
ど
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

　
観
光
協
会
の
活
動

に
興
味
が
あ
り
、
一

緒
に
桜
川
市
の
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
方
の
ご

入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▲

入
会
方
法

　
入
会
申
込
書
を
商

工
観
光
課（
真
壁
庁

舎
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▲

入
会
金

　
２
，０
０
０
円（
年

会
費
）
入
会
申
込
書

を
提
出
す
る
際
に
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先

　
商
工
観
光
課（
☎
０
２
９
６

-

55-

１
１
５
９
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

桜川市観光協会の
岩瀬支部と真壁支部が一本化

～新たな体制でスタート～

4

　
茨
城
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則

が
一
部
改
正
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

規
定
が
７
月
１
日
か
ら
新
た
に
加

わ
り
ま
す
。

 

追
加
規
定

■
携
帯
電
話
等
に
関
す
る
規
定

　
携
帯
電
話
な
ど
を
手
に
持
ち
な

が
ら
通
話
や
操
作
し
た
り
、
携
帯

電
話
や
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど
の

画
面
を
見
な
が
ら
自
転
車
を
運
転

し
な
い
こ
と
。

■
イ
ヤ
ホ
ン
等
に
関
す
る
規
定

　
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使

用
し
て
音
楽
等
を
聴
く
な
ど
、
安

全
な
運
転
に
必
要
な
音
ま
た
は
声

が
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
自

動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
ま
た
は

自
転
車
を
運
転
し
な
い
こ
と
。

※�

た
だ
し
、
難
聴
者
が
補
聴
器
を

使
用
す
る
場
合
や
公
共
目
的
を

遂
行
す
る
者
が
当
該
目
的
の
た

め
の
指
令
を
受
信
す
る
場
合
に

イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

 

罰
則
規
定

　
５
万
円
以
下
の
罰
金

問
合
先
／
茨
城
県
警
察
本

部
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

０
１
１
０
）

携帯・スマホを利用しながらの
自転車運転は違反です


